
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車載 ADAS/インフォテインメント向け 

CISPR25 Class5 テスト済 

電圧監視機能付き、8 系統電源パワーツリー 

リファレンスデザインのご紹介 
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はじめに 

近年、自動車の事故防止対策や自動運転化が進むにつれて高度な安全要求レベル（ASIL）に対応し

た先進運転支援システム（ADAS）の必要性が高まっている。自動運転とは、人による自動車運転の 4 要

素（耳や目による「認知」、脳での「予測」及び「判断」、ハンドルやアクセルによる「操作」）を運転者にかわり

自動車に搭載されたユニットが行う運転であり、安全に自動運転を行うためには、正確なセンシング、及びタイ

ムリーな表示と制御を行う事が必要になる。このため、ハードウェアにおいてはカメラやセンサの搭載数が増加傾

向にあり、状況を正確に知らせるためにインフォテインメントの多機能化も要求されている。 

このとき、安全機能を実現するためのユニットには、内部の動作状態を監視し、ユニット故障による機能喪

失にもケアしておく事も必要になる。それには、各ユニット内部の動作状態を監視するための電子回路も必要

になるため、電子回路は複雑化し、ユニットやシステムの設計には、より大きな時間が割かれるようになってきて

いる。 

 

市場から求められる、リファレンスデザイン 

搭載ユニットの増加、電子回路で実現しなければならない機能の増加に伴って、ADAS/インフォテインメン

ト周辺ユニットの電子回路には、下記のような複雑な設計が求められている。 

 

⚫ カメラやセンサの増加にともなって、搭載される電子部品も増加し、供給する電源レールも複雑になっ

ているため、コスト面、サイズ面、特性面で最適な組み合わせが必要 

⚫ 航続距離を犠牲にできないため、高効率な電源供給システムが必要 

⚫ 機能設計以外の設計要素（CISPR25 Class5 のノイズ規格など）が存在するため、製品単体だ

けではなく、車載ユニット全体で設計する事が必要 

⚫ ユニットやシステムとして安全機能を向上させるため、電源レールをモニタリングし、電子回路の故障を

検知し CPU へ伝達する機能が必要 

 

ロームは、このような市場要求に対応するために、ユニット設計に必要とされる設計要素を満足するリファレン

スデザインの開発を行い、デザインデータの公開を開始している。 

 

リファレンスデザイン「REFRPT001」の概要 

今回、紹介するリファレンスデザイン「REFRPT001」の概要は以下である。 

 

⚫ ADAS/インフォテインメント機能に必要な電源レールをカバーする 8 系統の電源機能を搭載 

⚫ プライマリ(*1)DC/DC コンバータ IC には、バッテリのクランキング時など、設定出力電圧よりも入力電

圧が低くなった状態から復帰した際にも安定して電源供給できる「BD9P シリーズ」を採用 

⚫ セカンダリ(*1)DC/DC コンバータ IC には、業界トップクラスの小型・高効率を実現した「BD9S シリー

ズ」を採用 

⚫ 8 系統全ての出力電圧モニタリングと IC 自身の自己診断機能で、機能安全レベルの向上に貢献す

る電源監視 IC「BD39040MUF-C」を採用 

⚫ システムレベルで検証済 

https://www.rohm.co.jp/reference-designs/refrpt001
https://www.rohm.co.jp/solution/automotive/adas
https://www.rohm.co.jp/solution/automotive/infotainment-and-cluster
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- 標準的な電気的特性をテスト済 

- EMC テスト済（入力フィルタレスで CISPR25 Class5 相当をクリア） 

- 熱テスト済（高効率 DC/DC コンバータ IC を分散配置し、発熱を分散） 

⚫ 搭載 IC およびディスクリート部品は、車載 AEC-Q100、AEC-Q101 グレードに対応 

⚫ 主要 IC においては、機能安全の「FS supportive(*2)」カテゴリ対応製品 

 

リファレンスデザイン「REFRPT001」のリファレンスボード「REFRPT001-EVK-001」外観図（図１）とブ

ロック図（図２）を以下に示す。2 系統のプライマリ DC/DC コンバータ「BD9P シリーズ」から、それぞれ 4 系

統出力に分岐し、SoC や MCU、CAN デバイスへ電源供給する事を想定している。また、8 系統の出力全て

の電源レールを電源監視 IC で監視しているため、機能安全システムのレベル向上に貢献することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. リファレンスデザイン「REFRPT001」のブロック図 

図 1. リファレンスボード「REFRPT001-EVK-001」の外観図 
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次に、評価データとして公開している EMC テスト結果を示す。リファレンスボード全体を動作させても、入力

フィルタなしで EMC 放射ノイズ（アンテナ垂直）（図３）、放射ノイズ（アンテナ水平）（図４）、伝導ノ

イズ（図５）の全てで CISPR25 Class5 をクリアしていることがわかる。ノイズ特性をマージンアップするための

入力フィルタ実装パターンもあらかじめ基板に用意しているため、ユニット全体の修正工数に大きく影響する

EMC 問題に対しても追加対策が可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計をフルサポートするコンテンツおよびツール 

これらリファレンスデザイン「REFRPT001」では、設計をサポートする開発ツール（コンテンツおよびツール）と

して、次のようなデータをホームページ上に公開している。 

 

⚫ リファレンスブロック図 / リファレンス回路図 / 部品表（BOM） 

⚫ PCB 情報 / ガーバーデータ 

⚫ テストレポート（電気的特性、EMC 特性、熱特性） 

⚫ 無償 Web シミュレーションツール（リファレンスデザインの一部回路） 

⚫ 搭載製品の SPICE モデル 

⚫ 搭載製品の CAD ツール用シンボル＆フットプリント 

⚫ 搭載製品の熱シミュレーション用熱モデル 

図 3. 放射ノイズ（アンテナ垂直） 図 4. 放射ノイズ（アンテナ水平） 

図 5. 伝導ノイズ 

https://www.rohm.co.jp/reference-designs/refrpt001
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また、上記にあるように、本リファレンスデザインの一部回路は、ROHM Solution Simulator(*3)でシミュレ

ーションする事も可能である。ROHM Solution Simulator は無償の Web シミュレーションツールであり、周

辺回路も含めた標準回路を用意しているため、シミュレーション用回路やモデルを準備することなく、手軽にシミ

ュレーションを行う事ができる。次にシミュレーションの一例を紹介する。 

 

図６は、バッテリ入力から、プライマリ DC/DC コンバータ IC「BD9P105」の後段にセカンダリ DC/DC コンバ

ータ IC「BD9S201」と LDO「BD00IA5M」を備えた 2 系統電源ツリーのシミュレーション例である。（シミュレ

ーション回路はこちら。My ROHM 登録が必要。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 は、バッテリ入力からプライマリ DC/DC コンバータ IC「BD9P205」の後段に各種セカンダリ DC/DC コ

ンバータICを備えた3系統電源ツリーのシミュレーション例である。（シミュレーション回路はこちら。My ROHM

登録が必要。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらリファレンスデザインの開発ツールおよびシミュレーションを、ADAS/インフォテインメント周辺ユニットの設

BD9P105 
40V 1A DC/DC 

BD9S201 
5.5V 2A DC/DC 

BD00IA5M 
500mA LDO 

BD9P205 
40V 2A DC/DC 

BD9S201 
5.5V 2A DC/DC 

BD9S300 
5.5V 3A DC/DC 

BD9S400 
5.5V 4A DC/DC 

図 6. 2 系統電源ツリーのシミュレーション回路(1) 

図 7. 3 系統電源ツリーのシミュレーション回路(2) 

https://www.rohm.co.jp/solution-simulator
https://www.rohm.co.jp/solution-simulator/adas_info-display_application-1
https://www.rohm.co.jp/solution-simulator/adas_info-display_application-2
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計に活用する事で、部品選定の手間を省き、また回路検証も確実に行えるので、ユニットの設計工数を大幅

に削減する事ができる。 

 

特徴的なリファレンスデザインを支える先端技術搭載製品 

今回の特徴的なリファレンスデザインは、先端技術・機能を搭載した製品によって構成されている。 

 

⚫ BD9P シリーズ（Nano Pulse Control™技術搭載製品(*4)） 

- 42V 耐圧、車載プライマリ DC/DC コンバータ IC シリーズ（表１） 

- バッテリのクランキング直後にも安定して電源を供給できる高速応答性能 

- スペクトラム拡散機能により低 EMI（低ノイズ） 

- 機能安全の「FS supportive」カテゴリ対応製品 

 

 

⚫ BD9S シリーズ 

- 車載セカンダリ DC/DC コンバータ IC シリーズ（表２） 

- システムの高信頼化に貢献する出力電圧監視機能搭載、ソフトスタート時間も設定可能 

- 業界トップクラスの高効率動作 

- 2.2MHz(typ.)スイッチング周波数で AM 帯への干渉なし 

- 機能安全の「FS supportive」カテゴリ対応製品 

表１. プライマリ DC/DC コンバータ IC「BD9P シリーズ」ラインアップ 

表 2. セカンダリ DC/DC コンバータ IC「BD9S シリーズ」ラインアップ 

https://www.rohm.co.jp/products/power-management/switching-regulators/integrated-fet/buck-converters-synchronous/information
https://www.rohm.co.jp/products/power-management/switching-regulators?SearchWord=bd9s
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⚫ BD39040MUF-C 

- 機能安全対応をサポートする、自己診断機能（BIST）内蔵の電源監視 IC（図８） 

- 可変ウォッチドッグタイマー（ウインドウタイプ）、過電圧監視、減電圧監視、リセット機能を搭載 

- システムの電源レール監視だけでなく、潜在故障を検知する自己診断機能（BIST）搭載 

- 内部基準電圧、発信回路を多重化し、故障確率を大幅に低減 

- 機能安全の「FS supportive」カテゴリ対応製品 

- システムへの後付けが容易な小型 3mm x 3mm パッケージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ RBR3LAM60BTF 

車載グレード（AEC-Q101 準拠）の高信頼性、60V ショットキーバリアダイオード。本リファレンスデザ

インでは、バッテリ入力の逆流防止ダイオードとして使用している。ダイオードの順方向電圧（Vf）による

電圧降下をできるだけ小さくするために、低 Vf の RBR シリーズを採用した。 

 

⚫ RV4C020ZPHZG 

車載グレード（AEC-Q101 準拠）の高信頼性、1.5V 駆動低オン抵抗の Pch MOSFET。下面電

極パッケージだが、実装信頼性の高いウェッタブルフランク形状により実装後の視認が容易。本リファレンス

デザインでは、3.3V 系統を分岐させるロードスイッチとして採用している。 

 

おわりに 

ロームは、今後も先端的な製品の開発と、それらをアプリケーションに適用するためのリファレンスデザインの開

発を進め、お客様が開発するシステムの省エネ、小型化、低発熱化、設計工数削減、機能安全レベルの向

上に貢献していく。それらを持続し、継続的に行っていく事が、自動車社会に安全と安心をもたらし、世界中の

人々へ豊かな暮らしをもたらすと考えている。 

図 8. 電源監視 IC「BD39040MUF-C」の特長 

https://www.rohm.co.jp/products/power-management/voltage-detectors/watchdog-timeout/bd39040muf-c-product
https://www.rohm.co.jp/products/diodes/schottky-barrier-diodes/automotive/rbr3lam60btf-product
https://www.rohm.co.jp/products/mosfets/automotive/single-pch/rv4c020zphzg-product
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【用語集】 

(*1) プライマリ、セカンダリ 

多段の電源系統においては、バッテリ等の電力源から見て 1 段目の変換回路をプライマリと呼び、プライマ

リの出力に接続される 2 段目の変換回路をセカンダリと呼ぶ。 

(*2) FS supportive 

ユニットで機能安全を実現するにあたり、ロームでは、機能安全に対して提供可能な帳票類を製品ごとに

分類しており、部品レベルで機能安全をサポートしている。 

詳しくは、https://www.rohm.co.jp/functional-safety をご参照。 

(*3) ROHM Solution Simulator 

ロームの公式 Web サイト上で動作する無償のシミュレーションツール。SiC パワーデバイスとゲート駆動 IC

を組み合わせた回路など、セット回路に近いソリューション回路でのシミュレーションにより、設計および回路

検証工数を大幅に削減する。 

詳しくは、https://www.rohm.co.jp/solution-simulator をご参照。 

(*4) Nano Pulse Control™ 

ロームが独自開発した、革新的電源技術である Nano シリーズの一つ。超高速パルス制御により、電源

IC において、極めて大きな降圧比を安全に実現し、システムにおける BOM コスト低減に貢献する。 

詳しくは、https://www.rohm.co.jp/support/nano をご参照。 

 

※Nano Pulse Control™は、ローム株式会社の商標または登録商標です。 
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